
ご家庭にお持ち帰りになり皆さんでお読みください

（雲海・兵庫県佐用町）
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新
年
挨
拶

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
の
時
代
と
な
って
初
め
て
の
新
年
と
な
り
ま
し
た
。被
保
険

者
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、明
る
く
希

望
に
満
ち
た
一
年
の
幕
開
け
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
秋
は「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
日
本
大
会
」が
開

催
さ
れ
、大
会
の
成
功
と
と
も
に
、日
本
代
表
チ
ー
ム
は
史
上
初
の

ベ
ス
ト
８
と
い
う
偉
業
を
達
成
し
ま
し
た
。こ
の
輝
か
し
い
バ
ト
ン
を

引
き
継
ぎ
、い
よ
い
よ
本
年
は
、世
界
の
注
目
が
集
ま
る
国
際
イ
ベ

ン
ト「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」が
開
催
さ

れ
ま
す
。

開
催
時
期
で
あ
る
７
月
〜
９
月
を
前
後
し
て
、日
本
各
地
へ
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
観
光
客
）の
急
増
お
よ
び
国
内
の
個
人
消
費
の

活
性
化
な
ど
、わ
が
国
の
経
済
に
と
って
大
き
な
特
需
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、日
本
が
誇
る「
お
も
て
な
し
」の
文
化
や
優
れ
た

技
術
力
、長
寿
国
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
意
識
へ
の
高
さ

を
、世
界
に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
特
別
な
年
で
は
あ
り
ま
す
が
、一方
で
日
本
の
少
子
高

齢
化
は
待
っ
た
な
し
で
進
ん
で
い
ま
す
。昨
年
１０
月
に
は
、そ
れ
ま

で
二
度
に
わ
た
り
延
期
と
な
っ
て
い
た
消
費
税
率
１０
％
の
引
き
上

げ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。政
府
は
、消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る

増
収
分
は
、こ
れ
ま
で
の
高
齢
者
中
心
か
ら
、す
べ
て
の
世
代
を
対

象
と
し
た
社
会
保
障
の
た
め
に
使
い
、今
後
は「
全
世
代
型
の
社
会

保
障
制
度
」の
構
築
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、重
い
納
付
金
の
負
担
が
健
保
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る

高
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
つい
て
は
、い
ま
だ
具
体
的
な
方
策
が
示

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。健
康
保
険
組
合
連
合
会
は
団
塊

世
代
の
す
べ
て
の
人
が
後
期
高
齢
者
と
な
る「
２
０
２
５
年
問
題
」

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、後
期
高
齢
者
と
な
り
始
め
る
２
０
２
２
年
を

健
保
組
合
の
納
付
金
負
担
が
急
増
す
る「
２
０
２
２
年
危
機
」と

捉
え
、昨
年
９
月
に
は
政
府
に
対
し
早
急
な
対
策
の
緊
急
性
を
提

言
し
ま
し
た
。今
こ
そ
は
す
べ
て
の
人
が「
国
民
皆
保
険
制
度
」の

大
切
さ
と
課
題
を
正
し
く
認
識
し
、急
増
す
る
負
担
を
全
世
代
で

支
え
あ
う
こ
と
が
急
務
と
な
って
い
ま
す
。

当
健
保
組
合
と
し
ま
し
て
も
、効
率
的
で
合
理
的
な
事
業
運
営

を
行
う
と
と
も
に
、皆
さ
ま
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
、楽
し
く
毎

日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、よ
り
良
い
健
康
づ
く
り
を
ご

提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、東
京
オ

リ・パ
ラ
開
催
を
機
会
に
健
康・体
力
づ
く
り
の
意
識
を
高
め
て
い

た
だ
き
、健
診
の
際
に
特
定
保
健
指
導
、ま
た
は
再
検
査
や
精
密

検
査
に
該
当
さ
れ
た
際
に
は
、必
ず
指
定
の
指
導
や
検
査
の
受
診

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、皆
さ
ま
に
と
っ
て
本
年
が
実
り
多
き
一

年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
生
島

　宣
幸

・
兼
塚

　卓
也

・
川
上

　耕
司

・
黒
木

　俊
介

・
小
南

　和
也

・
近
藤

　洋
史

・
堺
谷

　収
一

・
佐
野

　吉
彦

・
杉
原    

繁

・
岨

　
　良
政

　

・
髙
垣

　久
夫

・
竹
田

　秀
道

・
寺
嶋

　隆
男

・
長
見

　隆
重

・
中
村

　武
嗣

・
中
山

　献
児

・
沼
田    

亘

・
原

　
　恭
平

・
久
田

　惠
士

・
深
尾

　元
詞

・
藤
井
謙
太
郎

・
藤
木

　玄
三

・
山
中
幸
四
郎

・
横
田

　友
行

・
吉
田

　敏
昭

役員一同（アイウエオ順）本年もどうぞよろしく

理
事
長
　
沼
田

　亘

大
阪
府
建
築
健
康
保
険
組
合
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決

　
　議

　
世
界
に
類
の
な
い
優
れ
た
制
度
と
評
価
さ
れ
る
我
が
国
の
皆
保
険
制
度
は
、
半
世
紀
を
超
え
て
受
け
継
が

れ
、
国
民
の
健
康
増
進
と
長
寿
社
会
の
実
現
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
一
方
で
、
急
速
な
高
齢
化
や
医
療

の
高
度
化
等
に
よ
り
医
療
費
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
ま
た
支
え
手
の
現
役
世
代
の
減
少
と
と
も
に
、
財

政
的
に
制
度
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
特
に
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
に
到
達
し
は
じ
め

る
２
０
２
２
年
以
降
、
高
齢
者
医
療
費
の
増
加
に
伴
い
制
度
全
体
の
財
政
悪
化
が
更
に
急
速
に
進
む
と
見
込

ま
れ
る
。
今
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
皆
保
険
制
度
を
支
え
て
き
た
健
康
保
険
組
合
は
更
な
る
負
担
増
に
耐
え

切
れ
ず
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
支
え
手
を
失
い
皆
保
険
が
極
め
て
危
機
的
状
況
に
陥
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。

　
こ
の
窮
状
を
乗
り
超
え
、
現
役
世
代
を
守
り
、
皆
保
険
制
度
を
将
来
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
は
、「
高
齢
者

医
療
費
の
負
担
構
造
改
革
」
を
中
心
と
し
た
医
療
保
険
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
現
役
世
代
に
過
度
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
公
平
な
負
担
に
よ
る
「
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
」
を
目
指

す
べ
く
、
ま
ず
は
高
齢
者
の
患
者
負
担
を
75
歳
到
達
者
か
ら
順
次
原
則
２
割
と
し
、
高
齢
者
に
も
応
分
の
負

担
を
求
め
る
と
と
も
に
、
後
期
高
齢
者
の
現
役
並
み
所
得
者
へ
の
公
費
５
割
投
入
、
拠
出
金
負
担
割
合
に
50

％
の
上
限
を
設
定
し
上
限
を
超
え
る
部
分
は
国
庫
負
担
と
す
る
︱
な
ど
、
現
役
世
代
の
拠
出
金
負
担
に
一
定

の
歯
止
め
を
か
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
制
度
の
持
続
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
通
じ
て
医
療
費
全
体
の
伸
び
を
抑
制

す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
具
体
的
に
は
、個
人
が
負
担
し
き
れ
な
い
大
き
な
リ
ス
ク
の
保
障
を
重
視
し
つ
つ
、

「
保
険
給
付
範
囲
の
見
直
し
」
や
「
薬
剤
処
方
の
適
正
化
」
を
行
う
な
ど
、
医
療
費
適
正
化
対
策
を
果
断
か
つ

着
実
に
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。
同
時
に
、
我
々
健
康
保
険
組
合
を
は
じ
め
保
険
者
も
加
入
者
一
人
ひ
と
り
が

適
切
な
受
診
行
動
を
心
掛
け
、
医
療
費
を
大
切
に
使
う
意
識
を
持
つ
よ
う
啓
発
活
動
に
一
層
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
健
康
保
険
組
合
は
、
こ
れ
ま
で
労
使
と
一
体
と
な
っ
て
加
入
者
の
実
態
に
沿
っ
た
き
め
細
や
か
な
保
健
事

業
を
効
果
的
に
展
開
し
、
健
康
づ
く
り
・
疾
病
予
防
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
。「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
と
い

わ
れ
る
今
、
加
入
者
の
健
康
増
進
を
通
じ
て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
り
健
康
な
高
齢
者
が
元
気
に
働

き
続
け
る
「
支
え
る
側
」
を
増
や
す
取
り
組
み
に
も
貢
献
で
き
る
健
康
保
険
組
合
の
役
割
は
よ
り
一
層
高
ま

っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
我
々
は
保
険
者
の
先
頭
に
立
ち
、
国
民
の
安
心
と
健
康
の
基
盤
で
あ
る
皆
保
険
制

度
を
中
核
と
な
っ
て
支
え
続
け
て
い
く
決
意
で
あ
る
。

　
目
前
に
迫
る
“
２
０
２
２
年
危
機
”
を
乗
り
切
る
た
め
、
改
革
の
断
行
を
求
め
、
我
々
健
康
保
険
組
合
は

次
の
事
項
に
つ
い
て
組
織
の
総
意
を
も
っ
て
こ
こ
に
決
議
す
る
。

一
、
皆
保
険
の
維
持
に
向
け
て
、
ま
ず
は
高
齢
者
の
原
則
２
割
負
担
の
実
現

一
、
必
要
な
公
費
の
拡
充
。
現
役
世
代
の
負
担
増
に
歯
止
め

一
、
保
険
給
付
範
囲
の
見
直
し
に
よ
る
医
療
費
の
適
正
化

一
、
人
生
１
０
０
年
時
代
。
健
康
寿
命
延
伸
に
資
す
る
保
健
事
業
の
推
進

令
和
元
年
11
月
22
日

迫
る
２
０
２
２
年
危
機
！
今
こ
そ
改
革
断
行
を
！

　
―
現
役
世
代
を
守
り
た
い
！
国
民
皆
保
険
を
支
え
る
た
め
に
―

令
和
元
年
度
健
康
保
険
組
合
全
国
大
会

　
去
る
11
月
22
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
令
和
元
年
度
健
康
保

険
組
合
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
約
１
４
０
０
の
健
保
組
合
の
関
係
者
ら
４
１
０
０
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　「
迫
る
２
０
２
２
年
危
機
！
今
こ
そ
改
革
断
行
を
！
」
を
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
た
今

大
会
で
は
、
急
速
な
健
保
財
政
の
悪
化
が
心
配
さ
れ
る
２
０
２
２
年
危
機
を
乗
り
切
る
た
め

に
、
一
刻
も
早
く
改
革
の
断
行
を
求
め
る
決
議
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
　健
康
保
険
組
合
全
国
大
会

迫
る
２
０
２
２
年
危
機
！

2022年危機とは
　健康保険組合連合会（健保連）は、2022年以降に
健康保険制度全体が危機的状況に陥ることを指摘し、
「2022年危機」と位置付けました。
　2022年には団塊世代が後期高齢者になり始める
ことから、高齢者医療費が急増します。一方で、制
度を支える現役世代が減少し、現役世代1人当たり
に過重な負担がかかる状況になります。このため、
2022年以降は健康保険組合の財政が急激に悪化し
国民皆保険が危機的状況になると懸念されています。

今
こ
そ
改
革
断
行
を
！
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社会保険診療は非課税です
社会保険診療は消費税法上非課税なので、消費税
を患者（消費者）から徴収することができません。
その一方で、医療機関が医療機器や薬剤等を仕入
れる際には、メーカーや卸売業者に消費税を支払
っています。そこで、仕入れ時に負担する消費税
相当額を、一部の診療報酬項目に上乗せすること
で、消費税補塡を行う仕組みになっています。

　医療機関に支払う患者負担は３割ですが、残りの７割は健康保険組合が
負担しています。この７割部分の財源は、被保険者である皆さんと会社が
負担する「健康保険料」です。医療機関の窓口では３割ですが、実は皆さ
んはもっと多くを負担しているのです。
　「はしご受診」や緊急性のない「時間外受診」は慎んで、この貴重な医療
の財源を大切にしましょう。

　診療報酬とは、保険医療機関・保険薬局が保険医療サービスの対価として受け取る報酬のことです。
この報酬は日本国内のどこでも一律です。
　日々進化する医療技術や新薬が導入される医療現場に対応して、厚生労働大臣が中央社会保険医療
協議会（中医協）の議論を基に、２年ごとに診療報酬の見直しを行っています。次回改定は、令和２
年４月の予定で、それに向けて議論が進められているところです。
　ただし、令和元年は10月から消費税率が引き上げられたため、臨時改定として、初診料、再診料、
入院基本料など診療報酬の一部が見直されました。

料金変更の一例
（医療費の自己負担が３割の方の場合）

イメージ図

外来診療の場合

初診料

急性期一般入院料１

変更前

変更前

現　在

現　在

歯科初診料

地域一般入院料１

調剤基本料１

約850円

約4,770円

約710円

約3,380円

約120円

約860円

約4,950円

約750円

約3,480円

約130円

入院の場合（１日あたり）

厚生労働省資料より

メーカー・ 卸売

医療機関等

課税取引
医薬品・設備など
消費税支払い

非課税取引
（社会保険診療）
消費税なし

患者 保険者
地方自治体

国

診療報酬の一部が見直されました
消費税率10％の導入に伴い令和元年

10月から

医療の財源を大切に！
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【図】三親等内の親族

　
健
康
保
険
で
は
、
主
と
し
て
被
保
険
者
の
収

入
で
生
活
し
て
い
る
、
三
親
等
内
の
親
族
を
「
被

扶
養
者
」と
呼
び
ま
す
。そ
の
三
親
等
の
中
に
は
、

同
居
し
て
い
な
い
と
被
扶
養
者
と
し
て
認
め
ら

れ
な
い
人
と
、
別
居
で
も
被
扶
養
者
と
し
て
認

め
ら
れ
る
人
が
い
ま
す（
図
）。

　
被
扶
養
者
に
な
っ
て
「
健
康
保
険
証
」
を
取
得

す
る
に
は
、
被
保
険
者
が
健
康
保
険
組
合
に
「
被

扶
養
者（
異
動
）届
」
等
を
提
出
し
て
、
認
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

被
扶
養
者
で
な
く
な
る
と
き

　
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
被
扶
養
者
で
な
く

な
り
ま
す
。

　
５
日
以
内
に
「
被
扶
養
者（
異
動
）届
」
を
、
健

康
保
険
組
合
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

①�

就
職
な
ど
で
別
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
。

②�

年
収
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な
っ
た
と
き（
60

歳
以
上
の
人
ま
た
は
障
害
者
の
場
合
は

１
８
０
万
円
）。

③
満
75
歳
に
な
っ
た（
後
期
高
齢
者
医
療
の
対

象
）。

④
同
居
が
条
件
の
人
が
別
居
し
た
。

⑤
亡
く
な
っ
た
。

届
け
出
は
速
や
か
に

　
被
扶
養
者
の
認
定
に
は
、
添
付
書
類
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
添
付
書
類
に
不
備
、
不

足
が
あ
る
場
合
は
被
扶
養
者
と
認
定
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
後
に
、
保
険
証
を

使
っ
て
医
療
を
受
け
る
と
、
遡
っ
て
発
生
し
た

医
療
費
を
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

う
っ
か
り
使
用
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
届
け
出
は

速
や
か
に
お
願
い
し
ま
す
。

被 扶 養 者 認 定 扶養しているご家族に
変更はありませんか？

　１１月に事業所様宛『被扶養者資格確認届』をお送りしています。提出期限は１月末となっていますので、届書裏面の注
意事項をよくお読みいただき、必要に応じて添付書類を添えて、事業所を通じてご提出をお願いします。
　任意継続被保険者の方は提出期限が１２月２０日となっています。未提出の方がおられましたら、至急ご提出くださいま
すようお願いします。

健康保険被扶養者資格の再確認を行っています

被扶養者資格確認において、例年以下のようなケースが多く見受けられます。
◎子供が就職して、健康保険の被保険者となっている、または、被扶養者の収入基準を上回る収入が見込まれるにもかか
わらず、被扶養者になったままのケース。
◎妻、子供がパート、アルバイト先で健康保険の被保険者となったのを知らずに、被扶養者になったままのケース。
◎妻が自営業者で、被扶養者の収入基準以上の収入があるにもかかわらず、被扶養者になったままのケース。
　※自営業の場合、所得税法上の必要経費とは異なり、その事業で収入を得るのに必要な直接的な経費以外はすべて収入となります。

例年被扶養者（異動）届の提出漏れ等が多くあります！
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医
療
費
控
除
と
は
、
１
年
間
に
支
払
っ
た

医
療
費
の
総
額
が
一
定
額
を
超
え
た
場
合

に
、
そ
の
医
療
費
分
を
課
税
所
得
か
ら
差
し

引
い
て
納
税
額
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
制

度
の
こ
と
で
す
。
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま

で
の
医
療
費
の
合
計
が
10
万
円
を
超
え
た
場

合
に
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
控
除
の
限
度

額
は
２
０
０
万
円
で
、
同
一
世
帯
で
あ
れ
ば

合
算
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　「
医
療
費
控
除
で
支
払
っ
た
医
療
費
が
そ
の

ま
ま
戻
っ
て
く
る
」
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
間
違
い
。
医
療
費
控

除
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
所
得
と
し
て
計
算

さ
れ
る
額
が
減
る
た
め
、
給
与
か
ら
天
引
き

さ
れ
、
払
い
過
ぎ
て
い
た
所
得
税
が
還
付
さ

れ
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
さ
ら
に
、
翌
年

の
住
民
税
が
安
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
窓
口

で
支
払
っ
た
医
療
費
や
通
院
の
た
め
の
交
通

費
、
治
療
を
目
的
と
し
た
市
販
薬
や
湿
布
の

購
入
費
な
ど
で
す
。
対
象
と
な
る
も
の
を
確

認
し
て
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
販
薬
に
つ
い
て
は
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
」
も
使
え
ま
す
。
特
定
の

成
分
が
含
ま
れ
た
市
販
薬
（
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ

Ｃ
薬
）
を
対
象
に
、
購
入
額
が
１
年
間
に

１
万
２
０
０
０
円
を
超
え
た
額
が
所
得
か
ら

控
除
で
き
ま
す
（
上
限
８
万
８
０
０
０
円
）。

医
療
費
控
除
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
医
療
費
の
額
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
有
利

な
方
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
医
療
費
控
除
や
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
税
制
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末

調
整
と
は
別
に
、
確
定
申
告
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
確
定
申
告
は
、
管
轄
の
税
務
署

で
前
年
分
を
翌
年
１
月
か
ら
手
続
き
可
能
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ｅ–
Ｔ
ａ
ｘ
）
で
電
子

申
告
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
際
に
は
、
ど
ん
な
医
療
費
を

支
払
っ
た
か
分
か
る
よ
う
に
、
保
険
者
か
ら

発
行
さ
れ
る
医
療
費
通
知
（「
医
療
費
の
お

知
ら
せ
」
な
ど
）
を
添
付
し
ま
す
。
医
療
費

通
知
に
記
載
さ
れ
な
い
項
目
は
様
式
に
従
っ

て
明
細
書
を
作
成
し
て
提
出
し
ま
す
。
領
収

書
の
添
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
５
年
間

保
存
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
税
務
署
か
ら

求
め
ら
れ
れ
ば
提
示
・
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

年
間
の
医
療
費
が
10
万
円
以
上
な
ら

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

医
療
費
控
除
を
受
け
る
に
は

確
定
申
告
が
必
要

医療費控除
●�医療費合計が年間で10万円を超えた場合が対象

●�生計を同一にする家族の医療費も合算できる

●�医療費控除を受けるためには確定申告が必要

年
間
の
医
療
費
が
一
定
額
を
超
え

医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き
は
？

１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
一
定
額
を
超
え
て
高
額
に
な
っ
た
場
合
に
、

そ
の
医
療
費
分
を
所
得
税
か
ら
控
除
し
、
納
税
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
き
ち
ん
と
理
解
し
て
漏
れ
な
く
控
除
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

1年間に支払った
医療費の総自己負担額

（生命保険・健康保険からの給付金を除く）

10万円
（総所得が200万円以下の人は

総所得金額の5％）

医療費控除額
（上限200万円）

医療費控除額の計算方法 ※
確
定
申
告
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
や
管
轄
の
税

務
署
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

＝

－
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医療機関

支払基金・国保中央会 健康保険組合

健康保険の が
されます

　健康保険で医療を受ける場合は、医療機関の窓口
で保険証を提示する必要があります。
　現在の仕組みでは資格を失ったあとの保険証でも
受診ができるため、資格喪失後に受診した医療費が
健康保険組合に請求される事務トラブルが起きてい
ました。
　そこで、「どの健康保険に加入しているか」がオ
ンラインで確認できる仕組みが導入されます。患者
はこれまでと同様に窓口で保険証を提示するか、マ
イナンバーカードをカードリーダーにかざします。
医療機関は患者が加入する正しい健康保険をオンラ
インでチェックできます。制度の導入により健康保
険の事務作業が軽減されるだけでなく、患者にとっ
ても高額療養費の限度額適用認定証を発行してもら
わなくても済むようになります。また、健康づくり
のために自分の健診データや薬の服用履歴などを確
認できるようになる予定です。
　オンラインの資格確認は2021年３月ごろから始ま
る予定です。今後も制度の詳細が決まりましたら順
次ご案内していきます。

　健康保険の資格情報を
オンラインで確認する仕
組みの導入が予定されて
います。
　健診データや薬の服用
履歴なども確認できるよ
うになります。

オンラインで資格確認ができるので事務トラブル
を防げる
限度額適用認定証の発行を受けなくても済むよう
になる
マイナンバーカードで医療機関を受診できる
健診や服薬履歴の情報を確認して健康づくりに役
立てられる

オンライン資格確認のイメージ

被保険者記号・番号について
●新たに発行される保険証には２桁の番号が追加されます
が、すでに発行されている保険証は制度開始後もそのま
ま利用できます。
●プライバシー保護の観点から、健康保険事業と関連した
事務に使う以外で被保険者記号・番号の告知を求めるこ
とが制限されます。

オンラインで健康保険の
加入資格があるか確認

患者はマイナンバーカ
ードもしくは保険証を
窓口で提示

資格確認システムに
健康保険の
資格情報を登録

個人単位の被保険者番号
と資格情報を対応させ
て、健康保険をまたがっ
て加入資格を一元的に管
理し、請求を正しい保険
者に振り分ける。

現在の被保険者記号・
番号に２桁の番号を追
加して個人単位の番号
管理にする。

■導入までのスケジュール（予定）

2020年秋頃～ 保険者が個人単位の２桁番号を付
番、資格確認システムに登録

2021年3月頃～ マイナンバーカードによるオンラ
イン資格確認の開始

4月頃～ 新規発行の保険証に２桁の番号を
追加

5月頃～ 保険証によるオンライン資格確認
の開始

10月頃～ ２桁の番号を付してレセプト請求
を開始

オンライン資格確認
導入

導入で変わること

7







平成30年度　
当
健
保
組
合
で
は
、
健
康
管
理
・
増
進
に
お
役
立
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
被
保
険
者
及
び
35
歳
以
上
の
被
扶
養
者

に
各
種
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
機
関
に
は

当
組
合
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
全
国
57
ヶ
所
の
契

約
健
診
機
関
が
あ
り
、
他
の
健
診
機
関
で
受
診
さ
れ
た
場

合
は
所
定
の
申
請
書
を
提
出
い
た
だ
く
こ
と
で
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　全
加
入
者
の
受
診
状
況

　
被
保
険
者
の
受
診
率
は
96
・
１
％
で
し
た
。

　
一
方
、
被
扶
養
者
の
受
診
率
は
24
・
４
％
で
、
依
然
と

し
て
未
受
診
の
方
が
多
い
状
態
で
す
。（
表
①
参
照
）

　
35
歳
以
上
の
被
扶
養
者
の
方
に
も
健
診
料
や
婦
人
科
検

診
の
補
助
も
行
っ
て
い
ま
す

（
保
険
診
療
・
市
の
助
成
が

あ
る
場
合
を
除
く
）
の
で
、

是
非
年
に
一
度
定
期
的
に
健

康
診
断
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

　特
定
保
健
指
導

　
特
定
健
診
の
結
果
、
治
療
を
始
め
る
前
に
ま
ず
生
活
習

慣
の
改
善
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
方
に
は
、
保
健
師
や
管

理
栄
養
士
等
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
を
ご
案
内
し
て
い
ま

す
（
40
歳
以
上
）。

　
今
年
度
よ
り
当
組
合
契
約
保
健
師
に
よ
る
特
定
保
健
指

導
を
事
業
所
へ
訪
問
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
（
大
阪
府
内

の
み
）。
ま
た
、
当
組
合
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
て
少
人

数
制
の
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
、
気
軽
に
取
り
組
め
る
よ
う

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　保
健
指
導
実
施
例
（
動
機
づ
け
支
援
：
約
６
ヶ
月
間
）

①
初
回
面
談

健
診
結
果
の
振
り
返
り
・
目
標
設
定

保
健
師
よ
り
体
重
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
説
明
を
受
け
る
。

毎
日
体
重
測
定
を
す
る
こ
と
を
目
標
に
設
定
す
る
。

②
最
終
評
価
ま
で
の
６
ヶ
月
間

毎
日
体
重
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
日
の
何

が
体
重
に
影
響
し
て
い
る
か
、
自
身
で
分
析
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
す
る
と
食
事
を
工
夫
し
た
り
、
運
動
習

慣
の
目
標
を
設
定
し
た
り
と
自
分
で
目
標
が
立
て
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。

③
最
終
評
価

６
ヶ
月
後
、
約
10
キ
ロ
の
減
量
に
成
功
。
ま
た
、
血
圧

も
正
常
値
に
改
善
し
た
。

　
こ
の
実
施
例
の
方
は
、
最
初
は
「
体
重
を
測
定
す
る
」

と
い
う
だ
け
の
目
標
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
自
分
で
分

〈表①〉各種健診実施状況
健診コース等 対象者数（名） 受診者数（名） 受診率（％）種　別

一般健診
入社時健診

生活習慣病健診
人間ドック健診
生活習慣病健診
人間ドック健診

特定健康診査（40歳以上）
全　　体

（被保険者）
（被扶養者）

全　　体
（積極的支援）

（動機付け支援）

3,551 
536 

5,217 
1,315 

323 
183 
415 

7,061 
6,187 

874 
168 

90 
78 

被保険者

被扶養者
（３５歳以上）

11,055

9,901 
6,776 
3,125 
1,687 
1,011 

676 

3,781

96.1

71.3
91.3
28.0
10.0

8.9
11.5

24.4

特定健康診査
（４０歳以上）

〔再掲〕

特定保健指導

〈グラフ①〉
有所見者のうち生活習慣病に起因する項目の割合

健
康
診
断
受
診
状
況
報
告

析
・
工
夫
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
結
果
改
善
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
動
機
づ
け
支
援
は
、
健
診
結
果
に
変
化
が
起
き
始
め
た

段
階
で
、
症
状
な
ど
が
出
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、「
気

づ
き
」
に
は
毎
年
の
健
診
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
将
来
の

健
康
づ
く
り
は
、
毎
日
の
小
さ
な
気
づ
き
と
習
慣
改
善
の

積
み
重
ね
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
す
の
で
、
特
定
保
健
指
導

を
そ
の
「
気
づ
き
」
に
是
非
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

健
診
結
果
書
が
届
い
た
ら
・
・
・

ご
自
身
の
健
康
状
態
を
結
果
書
で
チ
ェ
ッ
ク
！

要
精
密
検
査
、
要
治
療
の
診
断
が
あ
れ
ば
、

き
ち
ん
と
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
例
年
、生
活
習
慣
病
と
さ
れ
る
「
血
圧
」「
血
糖
」「
脂
質
」

の
３
項
目
の
異
常
値
が
圧
倒
的
に
多
い
の
が
現
状
で
す
。

（
グ
ラ
フ
①
参
照
）

　
治
療
を
始
め
る
か
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
で
あ
れ
ば

保
健
師
と
相
談
し
な
が
ら
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
、
改
善

し
て
い
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
健
康
診
断
は
病
気

の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
定
期
的
に

健
診
を
受
け
、
将

来
の
病
気
の
リ
ス

ク
を
回
避
し
ま

し
ょ
う
。

　　ま
だ
健
診
を
受
診
さ
れ
て
な
い
方
へ

　
昨
年
３
月
に
35
歳
以
上
の
被
扶
養
者
の
ご
自
宅
へ
健
診
案

内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
も
し
お
手
元
に
な
い
場
合
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
当
健
保
組
合
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ：
０
６-

６
９
４
２-

３
６
２
２
）

※

11
月
末
現
在
で
、
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い
被
扶
養
者

の
方
を
対
象
に
受
診
勧
奨
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
す
で
に
受
診
済
み
の
方
に
も
届
く
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※治療中を除く

血糖
16％

血圧
9％

その他
8％

脂質・血糖
13％

血圧・血糖 5％

脂質
33％

血圧・脂質・血糖 8%

血圧・脂質 8%

当組合ではインフルエンザ予防接種を受けられた方に対して一部補助を実施しています。

対象者 当組合の被保険者・被扶養者（市町村の助成等、他法から補助を受けた場合は対象外）
実施期間 令和元年10月1日～令和2年1月31日
補助額 一人につき1,500円（年度1回、費用が1,500円以下の場合は実費を補助）

請求期限 令和2年2月28日

請求方法 下記①～③の書類をなるべく事業所一括で提出してください。
　①インフルエンザ予防接種補助金請求書
　②インフルエンザ予防接種者名簿（番号・氏名・実施日・委任印）
　③領収書の写し（接種者の氏名がわかるもの）

インフルエンザ予防接種一部補助のご案内

※　詳細につきましては、当組合ホームページまたは事業部までお問い合わせください。
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平成30年度　
当
健
保
組
合
で
は
、
健
康
管
理
・
増
進
に
お
役
立
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
被
保
険
者
及
び
35
歳
以
上
の
被
扶
養
者

に
各
種
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
機
関
に
は

当
組
合
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
全
国
57
ヶ
所
の
契

約
健
診
機
関
が
あ
り
、
他
の
健
診
機
関
で
受
診
さ
れ
た
場

合
は
所
定
の
申
請
書
を
提
出
い
た
だ
く
こ
と
で
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　全
加
入
者
の
受
診
状
況

　
被
保
険
者
の
受
診
率
は
96
・
１
％
で
し
た
。

　
一
方
、
被
扶
養
者
の
受
診
率
は
24
・
４
％
で
、
依
然
と

し
て
未
受
診
の
方
が
多
い
状
態
で
す
。（
表
①
参
照
）

　
35
歳
以
上
の
被
扶
養
者
の
方
に
も
健
診
料
や
婦
人
科
検

診
の
補
助
も
行
っ
て
い
ま
す

（
保
険
診
療
・
市
の
助
成
が

あ
る
場
合
を
除
く
）
の
で
、

是
非
年
に
一
度
定
期
的
に
健

康
診
断
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

　特
定
保
健
指
導

　
特
定
健
診
の
結
果
、
治
療
を
始
め
る
前
に
ま
ず
生
活
習

慣
の
改
善
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
方
に
は
、
保
健
師
や
管

理
栄
養
士
等
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
を
ご
案
内
し
て
い
ま

す
（
40
歳
以
上
）。

　
今
年
度
よ
り
当
組
合
契
約
保
健
師
に
よ
る
特
定
保
健
指

導
を
事
業
所
へ
訪
問
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
（
大
阪
府
内

の
み
）。
ま
た
、
当
組
合
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
て
少
人

数
制
の
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
、
気
軽
に
取
り
組
め
る
よ
う

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　保
健
指
導
実
施
例
（
動
機
づ
け
支
援
：
約
６
ヶ
月
間
）

①
初
回
面
談

健
診
結
果
の
振
り
返
り
・
目
標
設
定

保
健
師
よ
り
体
重
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
説
明
を
受
け
る
。

毎
日
体
重
測
定
を
す
る
こ
と
を
目
標
に
設
定
す
る
。

②
最
終
評
価
ま
で
の
６
ヶ
月
間

毎
日
体
重
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
日
の
何

が
体
重
に
影
響
し
て
い
る
か
、
自
身
で
分
析
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
す
る
と
食
事
を
工
夫
し
た
り
、
運
動
習

慣
の
目
標
を
設
定
し
た
り
と
自
分
で
目
標
が
立
て
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。

③
最
終
評
価

６
ヶ
月
後
、
約
10
キ
ロ
の
減
量
に
成
功
。
ま
た
、
血
圧

も
正
常
値
に
改
善
し
た
。

　
こ
の
実
施
例
の
方
は
、
最
初
は
「
体
重
を
測
定
す
る
」

と
い
う
だ
け
の
目
標
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
自
分
で
分

〈表①〉各種健診実施状況
健診コース等 対象者数（名） 受診者数（名） 受診率（％）種　別

一般健診
入社時健診

生活習慣病健診
人間ドック健診
生活習慣病健診
人間ドック健診

特定健康診査（40歳以上）
全　　体

（被保険者）
（被扶養者）

全　　体
（積極的支援）

（動機付け支援）

3,551 
536 

5,217 
1,315 

323 
183 
415 

7,061 
6,187 

874 
168 

90 
78 

被保険者

被扶養者
（３５歳以上）

11,055

9,901 
6,776 
3,125 
1,687 
1,011 

676 

3,781

96.1

71.3
91.3
28.0
10.0

8.9
11.5

24.4

特定健康診査
（４０歳以上）

〔再掲〕

特定保健指導

〈グラフ①〉
有所見者のうち生活習慣病に起因する項目の割合

健
康
診
断
受
診
状
況
報
告

析
・
工
夫
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
結
果
改
善
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
動
機
づ
け
支
援
は
、
健
診
結
果
に
変
化
が
起
き
始
め
た

段
階
で
、
症
状
な
ど
が
出
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、「
気

づ
き
」
に
は
毎
年
の
健
診
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
将
来
の

健
康
づ
く
り
は
、
毎
日
の
小
さ
な
気
づ
き
と
習
慣
改
善
の

積
み
重
ね
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
す
の
で
、
特
定
保
健
指
導

を
そ
の
「
気
づ
き
」
に
是
非
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

健
診
結
果
書
が
届
い
た
ら
・
・
・

ご
自
身
の
健
康
状
態
を
結
果
書
で
チ
ェ
ッ
ク
！

要
精
密
検
査
、
要
治
療
の
診
断
が
あ
れ
ば
、

き
ち
ん
と
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
例
年
、生
活
習
慣
病
と
さ
れ
る
「
血
圧
」「
血
糖
」「
脂
質
」

の
３
項
目
の
異
常
値
が
圧
倒
的
に
多
い
の
が
現
状
で
す
。

（
グ
ラ
フ
①
参
照
）

　
治
療
を
始
め
る
か
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
で
あ
れ
ば

保
健
師
と
相
談
し
な
が
ら
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
、
改
善

し
て
い
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
健
康
診
断
は
病
気

の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
定
期
的
に

健
診
を
受
け
、
将

来
の
病
気
の
リ
ス

ク
を
回
避
し
ま

し
ょ
う
。

　　ま
だ
健
診
を
受
診
さ
れ
て
な
い
方
へ

　
昨
年
３
月
に
35
歳
以
上
の
被
扶
養
者
の
ご
自
宅
へ
健
診
案

内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
も
し
お
手
元
に
な
い
場
合
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
当
健
保
組
合
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ：
０
６-

６
９
４
２-

３
６
２
２
）

※

11
月
末
現
在
で
、
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い
被
扶
養
者

の
方
を
対
象
に
受
診
勧
奨
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
す
で
に
受
診
済
み
の
方
に
も
届
く
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※治療中を除く

血糖
16％

血圧
9％

その他
8％

脂質・血糖
13％

血圧・血糖 5％

脂質
33％

血圧・脂質・血糖 8%

血圧・脂質 8%

当組合ではインフルエンザ予防接種を受けられた方に対して一部補助を実施しています。

対象者 当組合の被保険者・被扶養者（市町村の助成等、他法から補助を受けた場合は対象外）
実施期間 令和元年10月1日～令和2年1月31日
補助額 一人につき1,500円（年度1回、費用が1,500円以下の場合は実費を補助）

請求期限 令和2年2月28日

請求方法 下記①～③の書類をなるべく事業所一括で提出してください。
　①インフルエンザ予防接種補助金請求書
　②インフルエンザ予防接種者名簿（番号・氏名・実施日・委任印）
　③領収書の写し（接種者の氏名がわかるもの）

インフルエンザ予防接種一部補助のご案内

※　詳細につきましては、当組合ホームページまたは事業部までお問い合わせください。
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～保健師だより～

相談料・通話料無料 ファミリー健康相談

大阪府建築健康保険組合　専用番号

年中無休・２４時間サービス
0120-570020

※ご相談の関連上、年齢・都道府県名・相談者と相談対象者の続柄等をうかがう場合があります。

そんなときはお電話ください！ 保健師・看護師等専門スタッフがご対応いたします。
プライバシーは厳守しており、ご相談内容が職場に伝わることはありません。ご安心して
ご利用ください。

育児や介護が不安・・・
健診受けたけど、

結果の見方がわからない・・・

どの診療科を受診すべき？こどもの急病
どうするべき？

被保険者・ご家族が通話料・相談料無料でご利用いただけるサービスです。
健康面でのお悩みや職場・ご家族に関するお悩みなど些細なことでもお気軽にご相談ください。

【説得ではなく納得の特定保健指導】
「事業所訪問型の特定保健指導が始まって…」
　保健師の若井です。この4月からメタボリックシンドロームに着目した特定健診の結果によって、生活習
慣病のリスクがある方に、事業所訪問型の特定保健指導を担当しています。その目的はズバリ【内臓脂肪
の減少と健診項目の数値改善！】ですが、なかなか自主的に受けていただくことは少ない現状があります。
10月までに初回面接を受けていただいた方のアンケート結果では、多くの方が「自主的」ではなく「勧められて参加」
という結果でしたが、すべての方が「（大変）ためになった」と回答いただいており、自分自身の健診結果をもとに生活
習慣について考える機会は、大切だと感じていただけたからではないかと思っています。

　資料1）では、行動変容のきっかけとなったかどうかを知る「今後の改善
について」です。すでに、素晴らしい取り組みを実践中だという方は、その
行動を後押しすることも多いのですが、すでに取組み中の方でも、自分自
身の健診結果をもとに必要な改善方法を知ることで、「今日から変えよう
と思う。」と回答されています。

　特定保健指導は、「指導」という言葉のイメージから「無理を押し付けら
れる」「生活習慣を否定される」のではないかと思われがちですが、私たち
専門職が一番気を付けなくてはならないことは、「指導」ではなく「支援」、
「説得」ではなく「納得」していただくことだと思っています。この機会に、
一度「特定保健指導」を体験してみてください。

0
1
2
3
4
5
6
7
8
今後の生活改善は？資料1）

実践
中な
ので
この
まま
続け
る

今日
から
変え
よう
と思
う

明日
から
変え
よう
と思
う

変え
た
いと
思う
が
難し
い

今
のま
まで
良
いと
思う
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